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1-1　なぜ andが大切なのか？（その1）
― 等位接続詞が本当にわかっていますか？

 and＝「そして」でいいのか？

本書の最初に、次の問題にトライしていただきたいと思います。
これは東京大学の入試問題ですが、正しい英文にするのに1語を取
り除く必要があり、その1語を指摘せよというものです。（スペー
スの都合上、英文は一部を省略してあります）

（1） Science does and must continually try to bring theory and 

in fact into closer agreement.

いかがでしょうか？　この文には andが二箇所で用いられてい
ますが、2番目の andの直後にある in factという語句のカタマリ
がまず目に飛び込んできた方がいらっしゃるのではないでしょうか。
確かに in factは「実際」という意味でおなじみの慣用句です。しか
し、結論を申し上げますと、その in factの inが実は不要な語なの
です。
おわかりになった方は「andの結ぶものに対する意識」がとりあ

えずは身についているといえるでしょう。逆におわかりにならなか
った方で「andの意味は『そして』以外に何かあるのだろうか？」と
思われた方は、残念ながらこれまで andという単語の上っ面しか
見ていなかったといわざるをえません。

andは文法上「等位接続詞」と呼ばれます。文法用語を聞いたと
たんに拒否反応を示す方もいらっしゃるかもしれません。文法用語
には「名が体を表さない」―すなわち、文字通りの意味を表さず、
その理解に特別な努力を要するものも少なくないからです。しかし、

「等位接続詞」はそのまま文字通りに理解することができます。
「等位接続詞」とは、その名のごとく「等しい位

くらい
のもの同士を結ぶ

ことば」のことです。では、「等しい位」とは何のことでしょうか？
ここでいう「等しい位」とは「『文法上の働き』が等しい」ものを

指します。「品詞」が同じという意味ではありません。品詞が異な
っても文法上の働きが同じケースがあります。（それについては1-4

以降で触れます）　つまり、A and Bという形の場合、この Aと B

が「等位」、すなわち、「文法上対等のもの同士」ということになる
わけです。（A and Bは「文法上対等」であるだけでなく、さらに
「意味的にも同一レベル」である必要があるのですが、それについ
ては1-8でお話しします）
例えば、Cats and Dogsという映画がありました（2001年）が、

catsと dogsは文法上、ともに「名詞」であり、また同じ「動物」と
いう括りで「等位」といえます。
等位接続詞は andだけではありません。「しかし」を表す butや

「あるいは」の orも等位接続詞として、A but Bや A or Bという形
で前後に文法上対等のもの同士を結ぶ形をとることができます。（さ
らに、forや等位接続詞に準ずる扱いができる soや yetなどもあ
りますが、適宜扱っていきます）
コインを投げて裏が出るか表が出るかで何かを決める（coin 

toss）場合のHeads or tails?（裏か表か？）でも、headsと tails （「表」
と「裏」）という反対の意味でペアを組むもの同士が等位接続詞の or

で結ばれていることは明らかです。
さて、以上のことを念頭に置いた上で、あらためて先ほどの英文

を見てみることにします。（2つの andは便宜上それぞれ and1、
and2とします）

Science does and1 must continually try to bring theory and2 

in fact into closer agreement
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　最初の and1が結ぶものは doesとmustという「助動詞と助動詞」
で、ともに副詞の continuouslyをはさんで原形動詞の tryに結合
します。助動詞として動詞の原形の前に置かれる do /does / didは
「実際に、本当に」の意味（強調）として用いられます。 

  先ほど触れたように、andは「等しい位のもの同士」を結ぶ「等位
接続詞」です。以降本書では andが結ぶ対等のものを Aと Bで表
記することにします。and ならA and Bという形になるわけですが、
その Aと Bが文法上対等のもの同士となります。

 ▶ Science ｛ does    and1    must ｝ continually try to bring

 A（助動詞） B（助動詞）

では、and2、つまり in factの前の等位接続詞 andが結ぶ Aと B

はどうとらえたらよいのでしょうか？

 ▶ Science ～ try to bring theory and2 in fact into closer 

agreement.

and2の直後の in factを Bに相当すると考えると、andの前には
Aに相当するもの、つまり in factと同じ〈前置詞＋名詞〉の形（こ
れを「句」と呼びます）が来なければならないことは、andが「等位
接続詞」であることからおわかりいただけると思います。つまり、

｛ 前置詞＋名詞 ｝   and   ｛ in fact ｝
 A B

という形になると考えられます。ところが、あらためてご覧になれ
ばおわかりのように、andの前にはそのような句は存在していませ
ん。ここでおかしいと思えるかどうかがこの問題（そして皆さんの
英文を読むセンス）のポイントなのですが、おかしいと思えるとい

うことは and（等位接続詞）が本当にわかっている場合に限られます。
andをただ「そして」と読み流しているだけでは見えてこない良問
といえるでしょう。
ここでは and2の前に theory（理論）という名詞があります。in 

factの inを消去すれば、theory and fact（理論と事実）という形で
andが「名詞と名詞」を結ぶ形になり、構造的にも意味的にも問題
のない英文になります。

 ▶ ～ try to bring ｛ theory  and2  in  fact ｝ into closer agreement,

 A（名詞） B（名詞）
「理論と事実をもっと綿密に合致させるようとする」

【取り除くべき語】 in
【訳】「科学は理論と事実をもっと綿密に合致させるよう絶えず実際に
試みており、またそうしなければならない」

ちなみに東大は、このように基礎事項が本当に身についているか
どうかを試す良問を数多く出題しています。今回も実際問われてい
たのは等位接続詞が本当に理解できているかという一点にすぎませ
ん。（東大の入試問題によって本質的な英語力を高めるという観点
からは、拙著『東大英語が教えてくれる英文正読の真相55』（プレイ
ス刊）をご覧いただければと思います）
引き続き本書では、andをはじめとする等位接続詞、およびもう

1つの柱である asについて触れていくことにします。

 まとめ

 ❏「等位接続詞」とは文法上対等のもの同士を結ぶもの
 ❏ 英文を読む際は、等位接続詞が何と何を結ぶのかという意識を
を常に持つようにすること


